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 日本列島と朝鮮南部,そ・れに楊子・江流域を含む地域が・植物地理学」二,東亜温帯植物区系と称せ
 られ,互に近縁な植物相創'寺・〔'しいることは夙に知られているところであるが,その説の基礎をな
 す個々のtax。nの研究は,日■衣と南鮮を除いては充分に行なわれていない。
 揚了・江流域の植物に(いては,特にig世紀後半になってから盛に研究発表が行われ,可成り明
 らかになって裏、赴けねども,大半は四川,貴州,雲南等の奥地に関するもので,日本に近い東南支
 那については見・るべきものが少なかった。
 著者は1931年から19・16年までE海自然科学研究所に勤務し,その閾,東南支那各地に採集を試み,
 主として種ゴ∫植物σ)分類学的研究に努めた。この論文に収録したものはその結果と,終戦後帰国し
 て発表した若干Dものを纏めたものである。
本論
 I!1Lノ〕t砥a・1〕評差1蒲を試み,次の4群を新に命名記載した。Potamogetotlsinicns苛、,
 尺a`～u`」cllhlsZf1{・{・,,⊥・111i1、・a1」dissec1issimus5,Leollurussibiricusvar.albif1。rus8,
 EUpat・ril」mcaespitりs[mB.
 このほか,再記載をしたShibatと1eachillensis3は著者がはじめて江蘇省で発見した植物で,
 本翼はそれ'まで日.タ特産の単型属として有名であった。しかしこの発見で本属は日本特産でもな
 く,また単型属でもなくなり,そのうえ後になって他の植物学者により江西省からSh.pygm-
 acaまた安徽省からSh.hispidaが報告せられたため・遂に本属の分布の中心は東南支那である
 ことが明らかに煮つた。本属は結実することが殆んどない,分布力の弱い植物であるから,これ
 が海を隔てて,日支両国に産するということはドー商玉の地質学者によって唱えられている地質時
 代に.大陸と日本列島が陸続きであったという説に有力な資料となるであろう。
 残りの6taxaは他地方で1づ既知のものであるが東南支那でははじめての記録となるものである。
 ユf新発表の{axaとしては次の3植物である。Achudemiainsignis1。,Geraniumchinellse20,
 Scutellarlajap。Hicavar.purpureicaulis22.以上のうち,Gcr助fumchin町lse2ηは日本産
 のゲンノショウコと混同されていたもので,東南支那にゲンノショウコはないことが判った。従
 って般にヒマラヤ植物に基いて作られたG.nei)alellSeという学名をゲンノショウコに用いるが,
 それは妥当であるかどうか疑問になってくる。またReynoutriaHenryi、7は日支両国睦のイタ
 ドリが同■一種として扱われていたものを2分し,支那産に対して与えた学名で,ことに記,蔵文を
 はじめて添えた・渠形と果実の大きさに顕著な差異が見られる。
 囲Taxa7ケのうち,Achyra=theslOnglfolla27は日本でよぐ知られだ植物であるが,大陸で
 は,この報告が最初のものとなる。残り6ケのtaxaは何れも新に命名したもので,それぞれ日本
 に近縁のものがある訟r1ちO・r}・dalisamab川s27,eardaminecathayensis29,Seduf〕]
 ema:麿inatum3・・Bladh1alentlgin・saf。1'm.h・rtensis3bSalviasinica32,Adenph。ra
 strictavar.aエbifエora34.
 』欠ぼこではじめて言蹴さ;ltた鰭である・Fr1tinariamGnatha38,lrlScathayerlsis、、,
 pe「sica「iasinica42,8tellariaalll iensis“・O・rydalishum。sa45,0rych。phraglηus
 書数字は主論文の頁数
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 violaceusvaLlaslocarpus48,Rubusneilhoides50,Rhododendr㎝ovatumvar、1eucan-
 thum52・Lysimachiatiellmushanensis52・Crawfurdiach三nensis53・Amethystanthus
 Nakai玉54,Salv呈aanhweiensis58,][」inderniabrevipedunculata5g.以上のうちFritiHa
 riaとOrychophragmusとを除けば,他は何れも日本産植物に近縁である。これら新taxa以外
 のものは学名の訂正をしたものと,東南支那ではじめて発見された既知のtaxaとである。この
 既知のもののなかのEutremayumanense46は従来西部支那にだけ産するものとされていたが,
 これを著者は浙江省で発見したので,この属は日本から西蔵附近まで連続していることが判った。
 V本章で特記すべきことは,1で述べたShiba土aeaと同じく分布力の極めて弱いSasamor画a
 (S.latifoIia63とS.Migoi63)とSemiarundinariaYashadake64とが東南支那で見付か
 つたことである。この両属は従来日本特産と考えられていたから,植物地理学上Shibataeaと同
 じ程度の意義を持つ資料となり得るもので,興味深い発見である。なか新に記載したtaxaは次の
 3ケ即ちLiriopegraciHsform.aibiflora65,Ficuspumilavar.elongata67,Persicaria
 agrestis67でL.graciiis64は種としても東南支那では初めて採られたものである。以上のほ
 か学名を訂正したもの2,東南支那に新産地を発見した既知のtaxa10を報告した。
 W4taxaについて学名の訂正と新taxaの発表で,新taxaは次の2ケで日本では極めてありふれ
 た属のものである。Amethystanthusmacrophyllus77,A.stenophyllus78
 皿Oenanthejavanicavar.elo㎎ata82のほかBobua84に関する6taxaは学名の改訂で,新
 記載のtaxaはOmphalodeschekiangellsis82,Scutellariaglecomoldes83,Bobuaaus-
 trosinensis84である。
 四IriSROSSii8gはエヒメアヤメという和名で知られ,中国,四国,九州には処々に生育し珍
 らしい植物であるため,殆んど天然記念物に指定せられている。国外では朝鮮と南満州に分布す
 るが,著者はこれを江蘇,漸江の両省まで南下していることを確認することが出来た。
 次にBritlshMu菖etmの標本の写真を検することによって欧米人がGahumgracileと称する
 ものは実はその外にG.gracilensg2とG.miltiorrhizumg3の3taxaの混合体であることを
 明らかにした。なお,本章で記載1.・た新taxaはElscholtziaOldhamiform.エeucantha92,
 GaHummiltiorrhizumvar.angustatu舳3,Asteryangtzensisg4である。
 酷XI新記載のtaxaとしてはN川、」qlidepilosa97とLysimachlastolonifera98であるが前者
 は従来日本産のカテンソウ及びヤエヤマカテンノウと混同されていたものである。次にシ・バイ
 は日支両国に分布する木本植物であるが,学名が頗'る混同しているので整理しDicalix王alci-
 fohus、。、とした。また,コヤスノキは近畿と中国両地方の境に近い所にだけ産する特異な植物
 であるが,この学名もまた近年大いに混乱して来たので,近縁taxaと比較研究し,Pittospo-
 rumHlicioidesが正しいものであることを確かめた。これは東南支那では,日本とは異り,到
 る所に産し,植物地理学上,注目されている植物である。以上2taxaについては京都,Harvard
 及びGalifomia3大学から関係資料を借用した。
 以上11章に亘って列挙したtaxaは114であるが,5t欺aを除けば他は新に命名記載したもの,
 学名を改訂したもの及び東南支那にはじめて・新産地を認めた既知のtaxaである。比1勤勺植物相が貧
 弱と考えられている東南支那で,このように多数の新知見に属するものが見出せるということは今
 後な諭研究を要する未知の面の多いことを示す。またこれらが殆ど全部日本と属を共通にする植物
 であることは両国の植物相が極めて近縁であることを示すものである。
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論文審査要旨
 本論文は英文ならびにラテン文による109頁11章よりなり,主として支那東南部地域に産す
 る種子植物の分類学的研究の成果を報告したものである。従来,日本列島と朝鮮,東南支那の両地
 域は共に植物地理学上でいうr東亜温帯植物区系」又はr日華植物区系」に含まれ互に近縁の植物
 相を示すと考えられて来たが,両地域特に東南支那地域の植物相を構成する個々の分類群(タクソ
 ン)についての研究は充分でなかった。本論文中にはその地域に産する114のタクサが扱われて
 おり,その中で新しいタクサは40で,その大部分は日本にも近縁又は対応するタクサが存在する。
 又,日本産のもので著者により新たに東南支那にも産することが明らなったものが27タクサ・新
 らしく組換えを行い学名を改訂したもの13タクサ,記載文の訂正補充を行ったもの16タクサ,
 支那の他の地方では既に知られていたもので東南支那にも新産地が見出されたもの16タクサであ
 る。これらの114タクサの属は,アブラナ科のOrychOphragmUsを除いて凡て日本と共通である。
 この中にはオカメザサ属,スズタケ属,ナリヒラダケ属等のそれまで日本特産を謳われていたもの
 が著者により初めて東南支那から見出された。更にオカメザサ属については著者の江蘇省松江に齢
 けるトウオカメザサの発見に続き他の著者による別の2種が江西,安徽両省よ'り夫々見出言れた。
 本属植物は結実することが殆んどなく,分布力が弱い,従ってこれが海を隔てて日支両国に産する
 ことは地質時代に大陸と日本列島とが陸続きであったという説に有力な資料を提供するものであり,
 且つオカメザサ属の分布の中心は日本よりむしろ東南支那であることを示している。スズタケ属2
 種,ナリヒラダケ属1種の発見も同様の重要意義を有するものと考えられる。又,我が国のエヒメ
 アヤメ(アヤメ科)は,中国,四国,九州に点々と産し殆んど天然記念物に指定されている珍らし
 いものであるが,著者はこれを江蘇省,浙江省から見出して誇り,兵庫県の一角にのみ産地の知ら
 れているコヤススキ(トベラ科)が中支に多産することを著者が確かめた。これも同様の例と考え
 られる。更に著者は13のタクサについて学名の組換えを行なったが,この中で特にハイノキ科の
 ハイノキ属の学名にDicaIixを採用し,この属名が現在広ぐ女性形で使われていることに反対し,
 男性として用うべきである根拠を示したことは卓見である。
 以上扱ったタクサは114であるが,いづれも新知見に属するもので且つ日本と東南支那とが同
 じ植物区系に含まれると云争見解を支持する有力な資料である。
 爾,参考論文18編も同じく東南支那の種子植物の分類学的研究の成果であって新しいタクサ8,
 学名の訂正を行ったタクサ11が報告されて寄りいづれも重要な業績と考えられる。
 よって論文審査員は御江久夫氏提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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